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歴史民俗資料館だより

��

　

社
会
経
済
の
発
展
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
人
力
や
馬
車
運
送
で
は
追
い
つ
か
な
い
現
実
が

出
現
し
た
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
開
国
に
よ
り
西
洋
文
明
が
入
っ
て
き
た
。
中
で
も
、
蒸

気
機
関
車
は
そ
の
力
と
速
さ
か
ら
大
量
輸
送
の
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ
の
発
展
が
期
待

さ
れ
た
。
鉄
道
敷
設
振
興
と
い
う
大
事
業
の
出
発
で
あ
っ
た
。

は
じ
め

は
じ
め
にに

軍
へ
の
献
上
品
と
し
て
持
参
し
た
模
型

品
、
こ
れ
に
機
関
士
が
乗
っ
て
運
転
し

た
。
子
ど
も
な
ら
客
車
の
中
に
入
れ
そ
う

な
大
型
の
模
型
で
あ
っ
た
。
幕
臣
の�
河��
田�

か
わ 

だ

�
八��
之��
助�
が
客
車
の
屋
根
に
乗
車
し
た
が
、

は
ち 

の 

す
け

こ
れ
が
日
本
の
地
で
初
め
て
客
車
に
乗
車

し
た
日
本
人
で
あ
っ
た
。

　

長
崎
で
展
示
さ
れ
て
か
ら
２
年
後
の�
安�あん

�
政�
２
年
（
１
８
５
５
）
２
月
、
佐
賀
藩
の

せ
いか

ら
く
り�
儀�ぎ�
右
衛
門�

え

も

ん

の
名
で
知
ら
れ
る�
田�た

�
中��
久��
重�
が
日
本
人
で
初
め
て
蒸
気
機
関
車

な
か 
ひ
さ 
し
げ

の
模
型
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

◆
初
め
て
鉄
道
が
走
る

　

安
政
５
年
（
１
８
５
８
）、
イ
ギ
リ
ス
が

中
国
で
使
用
す
る
予
定
で
あ
っ
た
軌
道
７

６
２�
の
本
物
の
蒸
気
機
関
車
が
長
崎
に

持
ち
込
ま
れ
、
１
か
月
に
わ
た
っ
て
試
行

運
転
が
行
わ
れ
た
。
日
本
の
明
治
新
政
府

は
、
そ
の
後
も
積
極
的
な
働
き
か
け
を
し

て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
熱
意
と
技
術
力
を
評

価
し
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
鉄
道
輸
入
を
決

定
し
た
。
明
治

３
年
（
１
８
７

０
）
イ
ギ
リ
ス

の
モ
レ
ル
が
建

築
師
長
に
着
任

し
、
本
格
的
な

工
事
が
始
ま
っ

た
。
こ
う
し
て

明
治
５
年
（
１

８
７
２
）に
新
橋
・
横
浜
間
の
開
業
と
な
っ

た
。
車
輌
は
全
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入

で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
鎖
国
を
し
て
い
た
島
国
日
本

が
、
明
治
維
新
よ
り
わ
ず
か
数
年
で
自
前

の
鉄
道
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
、  明治初期の列車

２２　
水
戸
周
辺
の
鉄
道
敷

水
戸
周
辺
の
鉄
道
敷
設設

◆
小
山
線

　

茨
城
県
内
に
鉄
道
が
走
っ
た
の
は
、
明

治　

年
（
１
８
８
５
）
７
月
に
古
河
駅
が

１８
小
山
駅
な
ど
と
共
に
開
業
し
た
こ
と
に
始

ま
る
。
日
本
鉄
道
会
社
日
本
鉄
道
線
の
大

宮
・
宇
都
宮
間
が
開
通
し
た
と
き
で
あ
る

（
後
の
東
北
本
線
）。
そ
の
後
、
明
治　

年
２２

（
１
８
５
９
）１
月
水
戸
鉄
道
に
よ
っ
て
小

山
・
水
戸
間
が
開
通
し
た
。
こ
の
路
線
に

つ
い
て
水
戸－

下
館－

笠
間－

小
山
の
北

線
案
と
小
山－

土
浦－

石
岡－

下
妻－

水

戸
の
南
線
案
が
対
立
し
た
。
加
え
て
水
戸

－

石
岡－

土
浦－

下
妻－

古
河
を
結
ぶ
常

総
鉄
道
会
社
の
申
請
も
あ
っ
て
紛
糾
し

た
。
結
局
は
工
事
の
難
易
度
に
よ
り
北
線

案
が
採
用
さ
れ
た
。
常
磐
線
の
前
身
と
考

え
て
よ
い
路
線
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
明
治

　

年
（
１
８
９
２
）
３
月
に
日
本
鉄
道
会

２５社
に
買
収
さ

れ
た
が
、
明

治　

年
（
１

３９
９
０
６
）
に

鉄
道
国
有
法

が
公
布
さ
れ

て
国
有
鉄
道

水
戸
線
と

な
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
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１１　
日
本
の
鉄
道
開

日
本
の
鉄
道
開
業業

◆
ペ
リ
ー
献
上
の
蒸
気
機
関
車
模
型

　

１
８
２
５
年
、
蒸
気
機
関
を
利
用
す
る

鉄
道
が
初
め
て
イ
ギ
リ
ス
で
実
用
化
さ
れ

た
。
本
格
的
な
客
貨
物
両
用
鉄
道
は
１
８

３
０
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
開
通
し
た
。
軌
道

間
は
１
４
３
５�
の
国
際
標
準
軌
間
。
日

本
で
初
め
て
走
っ
た
鉄
道
は
、�
嘉��
永�
６
年

か 

え
い

（
１
８
５
３
）７
月
に
長
崎
へ
来
た
ロ
シ
ア

使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
ロ
シ
ア
艦
上
で
蒸

気
車
の
模
型
を
運
転
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
は
翌
７
年
１
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー

が
２
度
目
の
来
日
の
際
、
大
統
領
か
ら
将

欧
米
で
は
驚
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
と
い
わ

れ
る
。

ペリー献上の蒸気機関車模型
（インターネット）

大正期の下館駅
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問い合わせ　�２９７－００８０

◆
常
磐
線

　

一
方
、
そ
の
こ
ろ
県
北
の
常
磐
炭
鉱
の

開
発
が
進
み
、
石
炭
を
東
京
方
面
に
運
送

す
る
鉄
道
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
計

画
は
明
治　

年
（
１
８
９
４
）　

月
に
認

２７

１１

可
さ
れ
、
翌　

年
に
内
原
駅
と
宍
戸
駅
の

２８

間
に
友
部
駅
が
敷
設
さ
れ
友
部
・
土
浦
間

の
工
事
が
着
手
さ
れ
土
浦
線
と
称
さ
れ

た
。
明
治　

年
（
１
８
９
６
）　

月
、
水

２９

１２

戸
・
田
端
間
が
開
通
し
、
水
戸
以
北
の
路

線
工
事
も
順
調
に
進
行
し
、
明
治　

年
３０

（
１
８
９
７
）
２
月
に
水
戸
・
平
間
が
、
翌

　

年
８
月
に
は
水
戸
・
岩
沼
間
が
全
通
し

３１た
。
路
線
は
鉄
道
国
有
法
が
施
行
さ
れ
、

常
磐
線
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◆
湊
鉄
道

　

明
治
期
、�
三��
浜�
地
方
と
呼
ば
れ
た
平

さ
ん 
ぴ
ん

磯
・
湊
・
磯
浜
地
方
は
海
産
物
の
水
揚
げ

や
煙
草
製
造
業
の
隆
盛
を
迎
え
て
い
た
。

こ
の
豊
富
な
物
資
を
発
達
し
つ
つ
あ
っ
た

鉄
道
に
よ
り
、
水
戸
・
東
京
方
面
へ
運
送

す
る
た
め
に
鉄
道
敷
設
の
計
画
が
な
さ
れ

て
い
た
。
磯
浜
・
湊
線
、
武
田
・
平
磯
線

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
実
現
は
容
易
で
は

な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治　

年
（
１
９

４０

０
７
）　

月
に
湊
鉄
道
株
式
会
社
が
設
立

１１

さ
れ
、
湊
（
旧
那
珂
湊
）・
武
田
（
旧
勝
田

市
）
間
の
鉄
道

敷
設
が
実
現
す

る
こ
と
に
な
っ

た
。
大
正
２
年

（
１
９
１
３
）　１２

月
に
湊
・
勝
田

間
の
敷
設
工
事

が
竣
工
し
、　
２５

日
に
開
通
式
が

行
わ
れ
た
。

洋風木造建築の明治末期の水戸駅

開通式当日の那珂湊駅

◆
太
田
鉄
道
か
ら
水
戸
鉄
道
へ

　

明
治　

年
（
１
８
９
２
）
７
月
、
太
田

２５

馬
車
鉄
道
が
水
戸
・
太
田
間
の
特
許
を
受

け
た
が
、
翌　

年
８
月
に
蒸
気
軽
便
鉄
道

２６

（
太
田
鉄
道
）
に
計
画
変
更
し
、
創
業
総
会

を
開
き
社
長
に�
佐��
藤��
信��
熙�
（
常
陸
太
田
市

さ 

と
う 
の
ぶ 
ひ
ろ

小
里
）
を
選
び
本
社
を
太
田
に
置
い
た
。

明
治　

年
（
１
８
９
５
）　

月
、
水
戸
停

２８

１２

車
場
で
の
日
本
鉄
道
線
と
の
連
絡
に
不
便

を
き
た
し
、
時
勢
に
も
適
合
し
な
い
と
の

理
由
で
普
通
鉄
道
に
変
更
す
る
こ
と
に

し
、
翌　

年
そ
の
計
画
は
認
可
さ
れ
た
。

２９

鴻
巣
村
（
那
珂
市
）
の�
宮��
本��
逸��
三�
は
、
鉄

み
や 
も
と 
い
つ 
ぞ
う

道
が
今
後
の
地
域
発
展
に
大
き
な
効
果
の

あ
る
こ
と
を
見
通
し
て
、
こ
の
太
田
鉄
道

の
発
起
人
の
一
人
と
な
り
発
足
・
運
営
に

協
力
・
尽
力
し
た
。
し
か
し
、
太
田
鉄
道

は
株
金
の
払
い
込
み
が
で
き
ず
、
株
主
間

の
紛
争
が
起
こ
っ
た
。
明
治　

年
（
１
８

３１

９
８
）　

月
、
太
田
鉄
道
は
久
慈
川
架
橋

１１

が
未
完
成
の
ま
ま
水
戸
・
久
慈
川
間
を
開

業
さ
せ
、
翌　

年
４
月
に
な
っ
て
よ
う
や

３２

く
水
戸
・
太
田
間
全
線
の
開
通
を
見
る
に

至
っ
た
。
し
か
し
、
営
業
不
振
は
続
い

た
。
未
だ
鉄
道
の
利
便
性
が
地
域
に
理
解

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
大

き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
明

治　

年
（
１
９
０
１
）
に
は
水
戸
鉄
道
に

３４
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て

水
戸
・
太
田
間
の
鉄
道
は
、
太
田
鉄
道
か

ら
水
戸
鉄
道
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

水
戸
鉄
道
は
、
既
設
の
鉄
道
を
安
く
買

い
入
れ
た
の
に
加
え
、
旅
客
・
貨
物
の
利

用
が
大
幅
に
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
営
業

は
順
調
に
伸
び
て
い
っ
た
。
明
治　

年
４０

（
１
９
０
７
）
に
役
員
が
入
れ
替
わ
り
、
以

後
こ
の
水
戸
鉄
道
は
安
田
財
閥
系
の
鉄
道

会
社
と
な
っ
た
。

宮本逸三
（宮本雅二氏所蔵）

３３　
水
郡
鉄
道
の
計

水
郡
鉄
道
の
計
画画

◆�
白��
萩�
線
構
想

し
ら 
は
ぎ

　

明
治　

年
（
１
９
０
３
）、
福
島
県
南
郷

３６

地
方
に
鉄
道
敷
設
の
動
き
が
始
ま
っ
た
。

福
島
県
の
交
通
網
整
備
と
し
て
海
側
（
常

磐
線
）
と
内
陸
部
（
東
北
線
）
と
の
横
断

線
敷
設
計
画
で
あ
る
。
福
島
県
東
白
川
郡

笹
原
村
の
村
会
議
員�
白��
石��
禎��
美�
は
「
白
萩

し
ら 
い
し 
て
い 

み

線
」（
白
河
・
高
萩
線
）
を
計
画
し
て
単
身

実
地
調
査
を
し
た
。
そ
の
後
、
福
島
県
出

身
で
北
海
道
選
出
代
議
士
で
あ
る
伯
父
白

石�
義��
郎�
を
通
し
て
、
政
府
が
鉄
道
院
へ
計

よ
し 
ろ
う

画
提
出
し
た
「�
平��
郡�
線
」（
平
・
郡
山
線
）

へ
い 
ぐ
ん

の
比
較
線
と
し
て
白
萩
線
の
実
地
調
査
を

す
る
こ
と
を
請
願
し
た
。
義
郎
は
、
土
地

の
豪
農
で
呉
服
商
を
兼
ね
て
い
て
、
明
治

　

年
（
１
８
９
８
）　

歳
で
代
議
士
に
当

３１

３８

選
し
て
い
る
。
こ
の
年
に
議
会
は
解
散
と

な
り
、
義
郎
は�
杉��
田��
定��
一�
が
北
海
道
庁
長

す
ぎ 

た 

て
い 
い
ち

の
時
に
推
さ
れ
て
初
代
の
釧
路
支
庁
長
と

な
り
、　

歳
の
時
に
北
海
道
か
ら
出
馬
し

４３

て
当
選
、
代
議
士
と
な
っ
て
北
海
道　

か
１５

年
計
画
に
尽
力
し
、
鉄
道
敷
設
の
た
め
に

も
大
い
に
骨
を
折
っ
た
。
や
が
て
鉄
道
院

が
実
地
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
明
治　

年
４３

（
１
９
１
０
）
政
府
は
「
平
郡
線
」
敷
設
を

決
定
し
た
。

（『根本正伝』より）

白石禎美白石義郎
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◆
白
水
線
構
想
と�
根
本��
正�

ね
も
と 
し
ょ
う

　

し
か
し
、
地
域
発
展
の
初
志
貫
徹
を
期

す
白
石
禎
美
は
、
横
断
線
を
断
念
し
て
そ

れ
に
替
わ
る
白
河－
棚
倉－

水
戸
を
結
ぶ

縦
断
線
構
想
を
見
出
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
伯
父
白
石
義
郎
代
議
士
を
通
し
て
同

じ
政
友
会
代
議
士
で
茨
城
県
選
出
の
根
本

正
に
協
力
を
依
頼
し
た
。
根
本
正
も
こ
の

案
に
賛
成
協
力
を
約
し
た
。
こ
の
「�
白��
水�

は
く 
す
い

線
」
鉄
道
建
議
案
は
さ
ら
に
福
島
県
選
出

代
議
士�
佐��々
��
木��
鉄��
太��
郎�
・�
柏��
原��
左��
源��
太�
を

さ 

さ 

き 

て
つ 

た 

ろ
う 

か
し
わ 
ば
ら 

さ 

げ
ん 

た

加
え
て
４
人
の
名
を
も
っ
て
明
治　

年
４４

（
１
９
１
１
）３
月
の
帝
国
議
会
に
提
出
さ

れ
可
決
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
た
だ
ち
に
沿
線
の
実
地

調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
同
年
９
月　

日
、

１４

鉄
道
院
建
設
課
長�
石��
丸��
重��
美�
課
長
は
、
大

い
し 
ま
る 
し
げ 

み

雨
の
中
を
人
力
車
で
水
戸
駅
前
を
出
発
し

大
子
町
へ
向
か
っ
た
。
根
本
正
は
従
者
に

幌
を
掛
け
る
よ
う
注
意
し
た
が
、
石
丸
は

「
幌
を
掛
け
て
は
視
察
に
な
ら
な
い
」と
断

り
、
風
雨
を�
厭�
わ
ず
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な

い
と

が
ら
視
察
を
貫
徹
し
た
。
根
本
正
は
そ
の

気
迫
と
献
身
的
情
熱
に
感
嘆
し
た
。「
ま

る
で
戦
陣
で
指
揮
す
る�
乃��
木��
希��
典�
大
将
の

の 

ぎ 

ま
れ 
す
け

姿
を
見
る
思
い
が
し
た
」
と
そ
の
時
の
感

激
を
山
方
宿
駅
開
通
記
念
祝
辞
で
述
べ
て

い
る
。

　

こ
の
調
査
結
果
と
佐
々
木
鉄
太
郎
代
議

士
の
意
見
を
受
け
、
翌　

年
３
月
の
第
２

４５

回
建
議
案
は
水
戸
・
白
河
・
郡
山
間
の

「
水
郡
線
」
に
変
え
て
提
出
し
可
決
さ
れ

た
。
さ
ら
に
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
３

月
に
も
水
郡
鉄
道
建
議
案
が
提
出
可
決
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
年　

月
に
開

１２

通
す
る
湊
線
を
背
景
と
し
た
も
の
で
水
戸

－

勝
田－

菅
谷－

瓜
連－

大
宮－

山
方－

白
河－

郡
山
の
路
線
で
あ
っ
た
。
菅
谷
・

勝
田
間
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目

し
た
い
。
実
現
し
て
い
れ
ば
、
上
菅
谷
の

重
要
性
は
さ
ら
に
倍
加
し
て
い
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。

◆
水
戸
鉄
道
の
私
設
鉄
道

　

大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
３
月
、
帝
国

議
会
委
員
会
は
予
算
を
可
決
し
た
が
、
翌

４
年　

月
に
立
憲
政
友
会
に
代
わ
っ
て
立

１１

憲
憲
政
会
の�
大��
隈��
重��
信�
内
閣
と
な
っ
た
こ

お
お 
く
ま 
し
げ 
の
ぶ

と
で
水
郡
鉄
道
建
議
案
は
否
決
建
設
延
期

と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
た
水
戸
鉄

道
は
、
翌　

月
に
上
菅
谷
・
常
陸
大
宮
間

１２

の
鉄
道
敷
設
を
申
請
し
た
。
こ
れ
に
反
対

し
た
根
本
正
と
宮
本
逸
三
は
、
大
正
５
年

（
１
９
１
６
）１

月
地
域
の
発
展

に
は
国
有
鉄
道

が
是
非
と
も
必

要
で
あ
る
こ

と
、
常
磐
線
と

湊
鉄
道
の
連
結

お
よ
び
海
産
物

の
内
陸
輸
送
の

根本　正
（『根本正伝』より）

便
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
も
っ

て
、
近
隣
町
村
長
ら
と
と
も
に
勝
田－

上

菅
谷－

大
宮
を
結
ぶ
鉄
道
敷
設
の
早
期
実

現
を
茨
城
県
知
事�
岡��
田��
宇��
之��
助�
に
陳
情
し

お
か 

だ 

う 

の 

す
け

た
。
し
か
し
、
３
月
に
水
戸
鉄
道
の
申
請

が
許
可
さ
れ
、
工
事
は
翌
６
年
６
月
に
着

工
さ
れ
た
。

　

地
域
の
発
展
の
た
め
に
早
期
の
鉄
道
開

通
を
期
す
る
宮
本
逸
三
は
、
こ
の
水
戸
鉄

道
敷
設
に
協
力
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
自

分
の
所
有
す
る
土
地
を
常
陸
鴻
巣
駅
敷
地

と
し
て
寄
付
提
供
し
、
駅
舎
建
設
費
の
一

部
も
寄
付
し
た
。
鴻
巣
駅
舎
は
大
正
７
年

（
１
９
１
８
）
６
月
に
建
築
、
同
月
瓜
連
駅

も
続
き
、　

月
に
は
常
陸
大
宮
駅
も
完
成

１０

し
て
水
戸
鉄
道
の
水
戸
・
常
陸
大
宮
間
が

開
通
し
た
。

常陸鴻巣駅（歴史民俗資料館所蔵）

◆�
大��
郡�
鉄
道

だ
い 
ぐ
ん

　

水
戸
鉄
道
の

鉄
道
敷
設
工
事

が
着
工
す
る
３

か
月
前
の
大
正

６
年
（
１
９
１

７
）
３
月
、
総

選
挙
で
立
憲
政

友
会
が
政
権
に
返
り
咲
い
た
。
水
郡
鉄
道

建
議
案
は
、
大
正
７
年
（
１
９
１
８
）
３

月
再
び
可
決
さ
れ
、
水
戸
・
常
陸
大
宮
間

を
除
い
て
常
陸
大
宮
・
郡
山
間
の
「
大
郡

線
」
と
し
て
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
正　

年
（
１
９
２
２
）　

月
の
山
方
宿

１１

１０

駅
開
通
式
で
の
根
本
正
の
祝
辞
に
は
、
国

力
増
進
に
は
鉄
道
国
有
策
が
有
効
と
し
た

�
板��
垣��
退��
助�
、
軽
便
鉄
道
法
を
制
定
し
全
国

い
た 
が
き 
た
い 
す
け

に
鉄
道
敷
設
を
進
め
た�
原��
敬�
に
次
い
で
、

は
ら 
た
か
し

鉄
道
敷
設
実
現
に
尽
力
し
た
石
丸
重
美
鉄

道
院
建
設
次
官
へ
の
感
謝
の
念
が
込
め
ら

れ
た
。

　

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
３
月
、
つ
い

に
常
陸
大
子
駅
が
完
成
し
た
。
大
子
町
・

袋
田
村
な
ど
周
辺
の
村
々
は
一
体
感
を

持
っ
た
。
住
民
に
歓
喜
の
声
が
挙
が
っ

た
。
そ
の
感
謝
の
念
は
、
や
が
て
昭
和
５

年
（
１
９
３
０
）　

月
十
二
所
神
社
境
内

１２

へ
の
根
本
正
胸
像
建
設
と
な
っ
て
表
れ

た
。
根
本
正
は
「
国
の
た
め
鉄
を
も
と
か

す
真
心
に
な
ぞ
な
ら
ざ
ら
む
く
ろ
が
ね
の

道
」
と
詠
み
喜
び
を
共
に
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
胸
像
は
昭
和　

年
（
１

１６

９
４
１
）　

月
か
ら
始
ま
っ
た
戦
争
中
、

１２

金
属
物
資
供
出
の
対
象
と
な
っ
て
撤
去
回

収
さ
れ
、
現
在

は
台
座
の
み
が

残
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
大
子

町
住
民
の
熱
意

は
再
度
盛
り
上

が
り
、
常
陸
大

子
駅
開
業　

周
４０

年
を
記
念
し
て

昭
和　

年
（
１

４３

９
６
８
）
に
駅

前
に
再
建
さ
れ

た
。

沿線を走る蒸気機関車

胸像除幕式であいさつする根本正
（根本喜代寿氏所蔵）

再建された胸像
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◆
水
郡
線
全
通

　

根
本
正
・
宮
本
逸
三
ら
は
、
私
設
水
戸

鉄
道
の
国
有
化
に
奔
走
し
て
い
た
。
そ
の

結
果
、
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）　

月
国

１２

有
化
が
実
現
さ
れ
再
び
「
水
郡
線
」
と
呼

ば
れ
る
に
至
っ
た
。
宮
本
逸
三
の
実
家
に

は
石
丸
次
官
の
色
紙
「
一
心
協
力
」
が
保

存
さ
れ
て
い
る
。
水
郡
線
敷
設
に
奔
走
・

奮
闘
し
た
宮
本
逸
三
に
対
す
る
石
丸
次
官

の
感
謝
の
証
し
で
あ
ろ
う
。

　

国
有
化
以

後
、
大
子
駅
以

北
は
直
ち
に
建

設
に
か
か
り
、

ま
ず
笹
川
（
現

安
積
永
盛
）・
谷
田
川
間
が
昭
和
４
年
（
１

９
２
９
）
５
月
に
「
水
郡
北
線
」
と
し
て

開
業
し
た
。
同
時
に
、
水
戸
・
常
陸
大
子

間
は
「
水
郡
南
線
」
と
な
っ
た
。
南
北
両

方
か
ら
進
め
ら
れ
た
工
事
は
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
）　

月
４
日
に
磐
城
棚
倉
・
川

１２

東
間
が
開
通
し
て
全
通
、
南
線
・
北
線
を

統
合
し
て
再
び
「
水
郡
線
」
に
戻
っ
た
。 石丸次官の色紙

（宮本雅二氏所蔵）

全通開通記念の郡山駅
スタンプ１２月４日の日
付がある
（仲田義一氏提供）

◆
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
の
導
入
と
無
人
駅
設
置

　

こ
の
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
５
月
、

そ
の
こ
ろ
鉄
道
に
平
行
す
る
よ
う
に
進
出

し
て
き
た
バ
ス
に
対
応
す
る
た
め
、
簡
便

◆
貨
物
取
扱
の
廃
止

　

水
郡
線
は
、
福
島
県
と
の
人
的
交
流
や

八
溝
山
系
の
鉱
産
・
林
産
資
源
お
よ
び
沿

線
の
農
産
物
運
送
も
大
き
な
使
命
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
昭
和　

年
代
後
半
か
ら
の

３０

な
停
車
・
出
発
運
転
を
目
指
し
て
水
戸－

常
陸
太
田－

常
陸
大
宮
間
に
ガ
ソ
リ
ン

カ
ー
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
専
用
駅
と
し

て
後
台
・
中
菅
谷
・
南
酒
出
・
常
陸
中
里
・

常
陸
村
田
の
各
無
人
駅
が
設
け
ら
れ
た
。

し
か
し
、
戦
時
下
の
液
体
燃
料
の
使
用
規

制
に
よ
り
ガ
ソ

リ
ン
カ
ー
は
廃

止
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
新
設

さ
れ
た
各
駅
は

昭
和　

年
（
１

１８

９
４
３
）
に
廃

止
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和　

年
（
１
９
５
１
）
か

２６

ら
は
太
田
線
に
、
翌　

年
に
水
戸
・
常
陸

２７

大
子
間
に
気
動
車
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
）

が
運
転
さ
れ
、
昭
和　

年
（
１
９
５
３
）

２８

に
常
陸
津
田
・
後
台
・
南
酒
出
が
、
翌　
２９

年
に
中
菅
谷
が
無
人
駅
と
し
て
再
開
さ
れ

た
。

現在の後台駅
沿線を走る気動車

高
度
経
済
成
長
に
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
、

自
家
用
自
動
車
の
出
現
に
よ
り
国
鉄
経
営

も
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
昭
和

　

年
（
１
９
５
５
）　

月
、
通
勤
・
通
学

３０

１２

時
間
を
除
い
て
水
郡
線
の
全
面
気
動
車
化

が
実
施
さ
れ
、
同　

年
（
１
９
６
０
）
に

３５

は
常
陸
青
柳
・
河
合
、
同　

年
に
は
下
菅

３７

谷
・
常
陸
鴻
巣
・
静
・
額
田
な
ど
の
各
駅

が
貨
物
取
扱
を
廃
止
し
、
大
き
な
使
命
の

一
つ
で
あ
っ
た
貨
物
輸
送
は
終
わ
り
を
遂

げ
た
。

◆
幻
の
水
郡
線
延
長
（
上
菅
谷
・
勝
田
間
）

　

水
郡
線
の
延
長
線
と
考
え
ら
れ
て
い
た

上
菅
谷
・
勝
田
線
は
水
戸
・
菅
谷
・
常
陸

大
宮
間
の
水
戸
鉄
道
が
国
有
化
さ
れ
た
こ

と
か
ら
力
点
が
削
が
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
湊
鉄
道
の
営
業
も
大
き
な
実
績
を
挙

げ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
昭
和　

年
１４

（
１
９
３
９
）に
は
日
立
製
作
所
の
勝
田
進

出
も
明
ら
か
に
な
り
、
同　

年
（
１
９
４

１６

１
）
春
に
は
勝
田
町
と
水
郡
線
沿
線
の
各

町
村
に
よ
っ
て
「
上
菅
谷
勝
田
間
鉄
道
期

成
同
盟
会
」
が
結
成
さ
れ
て
敷
設
推
進
が

期
待
さ
れ
た
。
さ
ら
に
期
成
同
盟
会
は
、

翌　

年
（
１

１７
９
４
２
）
に

は�
中��
井��
川�

な
か 

い 

が
わ

�
浩�
代
議
士

ひ
ろ
し

を
中
心
に
即

時
猛
運
動
を

開
始
す
る
こ

と
を
確
認
し

て
推
進
運
動

を
進
め
た
。
し
か
し
、
結
局
は
実
現
し
な

か
っ
た
。
戦
時
経
済
に
鉄
道
新
設
の
余
裕

が
無
く
、
地
方
の
一
支
線
鉄
道
の
延
長
な

ど
は
緊
急
性
を
要
し
な
い
と
み
ら
れ
た
。

地
元
側
も
戦
時
色
に
覆
わ
れ
て
、
鉄
道
新

設
運
動
に
力
を
入
れ
る
よ
う
な
状
況
で
は

な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら

れ
る
。

旧上菅谷駅

４４　
水
郡
線
の
展

水
郡
線
の
展
望望

　

昭
和　

年
（
１
９
８
７
）
４
月
か
ら
国

６２

鉄
が
解
体
さ
れ
て
分
割
民
営
化
が
実
現
し

た
。
現
在
、
水
郡
線
は
通
勤
・
通
学
の
手

段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
主
と
な
っ

て
い
る
。
人
口
減
少
も
あ
っ
て
そ
の
利
用

客
も
減
少
し
て
い
る
。
時
に
イ
ベ
ン
ト
が

企
画
さ
れ
て
い
る
が
、
利
用
客
増
加
に
は

結
び
つ
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
環
境
保

護
、
大
量
輸
送
の
た
め
に
も
鉄
道
は
貴
重

な
存
在
で
あ
る
。
物
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置

と
沿
線
の
観
光

資
源
の
開
発
か

ら
、
自
動
車
・

バ
ス
会
社
と
の

組
み
合
わ
せ
な

ど
で
鉄
道
振
興

の
復
活
は
期
待

出
来
な
い
で
あ

ろ
う
か
。

昨年竣工した現上菅谷駅

※
列
車
・
駅
舎
な
ど
明
示
以
外
の
写
真
は

『
写
真
記
録　

世
記
の
茨
城
』
よ
り

２０


